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事例１














セクシュアル・ハラスメントを


　　　　　　　　　許さない学校に





学校におけるセクシュアル・ハラスメントとは





学校におけるセクシュアル・ハラスメントとは「相手の意に反した性的な発言やふるまいによって、周囲に不快感を与えること」で、学習意欲の低下や喪失を招くなど、学校生活を送る上で不利益を与えたり、学習環境を悪化させます。


具体的な例をあげてみました。みなさんも考えてください。











　担任のＡ先生は、女子生徒のＢさんに対して、掃除の時間に「女の子なんだからしっかり掃除をしろよ。」とよく言います。また、廊下で会っても「足が白い」など、身体のことを話題にしたり、「元気か」と言いながら、肩を触ります。


　今朝も、会ったときに「おはよう」と言いながら、背中を触ったので、許せないと思って、怒ったら「ゴメン！ゴメン！セクハラと違うで」と笑いながら言いました。


　Ｂさんは、先生に会うのが嫌になってきています。








事例２





　女子生徒のＢさんとＣさんが、Ａ先生に呼ばれて職員室に入ったところ、Ａ先生の机のコンピュータの待受画面に、水着の女性の写真が使われていました。


　二人は、「いやらしい、いやだなあ」と思いました。





いつでも　なんでも　　


気軽に　話してね


プライバシーは守ります





大阪府教育ｾﾝﾀｰ『すこやか教育相談』


TEL ０６－６６０７－７３６１


（電話受付時間　月～金9:30～17:30）


Fax ０６－６６０７－９８２６


Eﾒｰﾙ sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp


※　ｽｸｰﾙ･ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄの相談は相談者


と同性の専門相談員が応じます


子ども家庭相談室


(「被害者救済ｼｽﾃﾑ」民間支援機関)


TEL ０１２０－９２８－７０４


（電話受付時間　


祝日を除く月･火･木10:00～20:00）





事例３





Ａ先生は、女子運動部の顧問です。活動中にＢさんがひざを痛めてから、毎日の活動後にＢさんを呼んで足のマッサージをしてくれるようになりました。先生はマッサージしながら、「付き合ってる人とかいるの？相談に乗ってあげるよ。」など話します。部活は続けたいけれど、マッサージされるのがいやで、どうしたらよいかわからず、食事ものどを通りません。
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セクシュアル・ハラスメントの被害を受けたときには、一番信頼できる人に相談することが大切です.


  校長先生に相談することも良いでしょう.


  大阪府教育委員会でも相談に応じています.





  大阪府教育センター『すこやか教育相談』


電話受付時間　平日：午前9時30分～午後5時30分


・生徒からの相談は『すこやかホットライン』


℡（０６）６６０７－７３６１


E-mail　sukoyaka@edu.osaka-c.ed.jp


・保護者からの相談は『さわやかホットライン』


　　　℡（０６）６６０７－７３６２


　　　E-mail　sawayaka@edu.osaka-c.ed.jp


・ＦＡＸ（０６）６６０７－９８２６


※　スクール・セクシュアル・ハラスメントは相談者と同性の専門相談員が対応します


　子ども家庭相談室（「被害者救済システム」民間支援機関）


　　電話受付時間　月･火･木（祝日を除く）


：午前10時～午後8時


℡０１２０－９２８－７０４
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学校におけるセクシュアル・ハラスメントは、


子どもたちの心を傷つけ、その後の成長に影響を与える極めて


　　重大で深刻な問題であり、あってはならないことです。


大阪府教育委員会と学校では、研修の実施をはじめ日常の教育活動の点検


や相談窓口の設置など、セクシュアル・ハラスメント防止の取組を進めるとともに、様々な機会をとらえて、啓発も行っています。


ここに示した資料は、子どもたちの人権と個人としての尊厳を


守る立場から作成したものです。





子どもがセクシュアル・ハラスメントを受けたとき、不安になり、誰にも相談できず、一人で悩んだり、我慢してしまったりすることが考えられます。


セクシュアル・ハラスメントを受けたときの影響は、子どもたちの様々な変化や形で現れるものですが、周りが気づかない場合もあります。


　そのために、日頃から、家庭で子どもたちと対話する機会をできるだけ多く持つようにして、安心して話のできる環境や雰囲気を作ることが大切です。


学校においても、セクシュアル・ハラスメント防止のために、相談窓口の設置などの取組を進めておりますが、保護者の皆様と連携しながら、『安心できる学校環境づくり』の一層の推進に努めて参りますので、ご協力をお願いします。


また、大阪府教育委員会では、府教育センターに専門の相談員を配置して相談等の対応をするとともに、「被害者救済システム（※１）」を運用し適切な対応をするようにしています。





※１「被害者救済システム」は、セクシュアル・ハラスメントの被害から、子どもの立場にたって救済・支援することを目的に運用している事業です。民間の支援機関での相談も受け付けています。
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